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指定管理者評価シート

事業名

１　施設の概要

名称 所在地

開設時期 延床面積

目的

事業概要

主要施設

２　指定管理者

名称

指定期間

募集方法

指定単位

業務の範囲

３　評価単位

地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 西区市民部地域振興課（641-6926）

令和７年度

札幌市はっさむ地区センター 西区発寒10条4丁目1-1

1994年5月23日 1,263,50㎡

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住
民の福祉の増進に寄与する。区民センターの機能を補完し、地域における住民の自
主的な活動を促進する。

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活
動の推進、その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

ホール、洋室（2室）、和室（2室）、実習室、図書室

札幌市はっさむ地区センター運営委員会

令和5年（2023年）4月1日～令和10年（2029年）3月31日

非公募

施設数：１施設

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

施設数：１施設

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続
的に管理運営されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が
作られ、地域住民自らがセンターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に
取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が築かれ、地域社会における絆の強
化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与することも
期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体によ
り設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当セン
ター等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受け
た団体により、現に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を
行わせるために非公募としたもの。

複数施設を一括指定の場合、その理由：

複数施設を一括評価の場合、その理由：

Ⅰ　基本情報
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Ⅱ　令和7年度管理業務等の検証

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括
管理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・札幌市の公の施設であることを念頭に置
き、地域における各種自主活動の支援と地域
住民の交流の場づくりという目的のもと、幅
広い分野へ学習機会の提供、利用者の満足度
の向上、地域活動の拠点として、ふれあいの
場の提供を基本方針（運営方針）と定めた。

・地区センター
は地域コミュニ
ティの形成を図
るための地域住
民の活動拠点と
なる施設である
ことを踏まえ
「笑顔、親切、
安全」をモッ
トーとして
「我々は地域と
利用者のために
ある」という認
識のもと管理運
営に努めてき
た。

要求水準が満
たされており、
適切に管理運
営されてい
る。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

①札幌市区民センター条例、規則、取扱要領
等の関係法令の遵守、運用の徹底を図り、利
用者には丁寧な説明を行い利用の公平・公正
の確保に努めている。
②貸室はサークル、町内会、一般企業等、幅
広い団体から申し込みを受けており、申込日
時が重複した時は厳正に抽選を行い決定して
いる。
③地域の憩いの場づくり施設活用事業（無
料）ではホールや和室を利用した多くの開放
事業と各種大会を開館以来実施しており、誰
もが自由に参加・使用する機会となるように
配慮している。

・平等利用の意
識を常に持ち業
務を遂行してい
る。
・利用者とのコ
ミュニケーショ
ンを大切に適正
に実施できた。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

・電気・ガス・水道の使用は併設している24
時間体制の西消防署との連携を密にし節約に
努めた。
・占有部分については、節電、節水を心が
け、利用者にはゴミの持ち帰りを呼びかけ一
体となって環境保全に取り組んでいる。
・事務用品はグリーン購入法適合商品、エコ
マーク商品を優先して購入している。

・西消防署との
複合施設である
が、ロビーの節
電やホール半面
利用時の半面消
灯を利用者の協
力を得ながら
行っている。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織
整備、従事者の確保・配置、人材育成）

・運営委員会の指揮の下に事務局を設置し管
理運営を行っている。
　統括責任者の事務局長（館長）を中心とし
た指揮命令系統を明確にし、職員事務分掌に
定めた担当業務の適正な遂行を行った。
・緊急時対応が迅速に行えるように連絡網を
作成し職員全員に周知している。
・人材育成については、職員研修の実施と日
常業務の中で常にＯＪＴを心がけ知識、接遇
の向上を図っている。
　外部研修にも機会あるごとに参加してい
る。

・事業を進める
上での前提とな
るものと認識し
ている。責任者
の配置、必要な
従事者の確保、
法令の遵守等に
努めるほか、利
用者の施設に対
する好感度は接
遇にあることを
念頭に置き、
日々の業務に取
り組んでいる。
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▽　管理水準の維持向上に向けた取組

・ローテーション勤務のため、情報の共有、
業務内容の徹底、見直しなど業務全般に係る
事項については、口頭などで対応できる体制
づくりに努めている。

・情報の共有化
を図り利用者に
迷惑をかけない
体制づくりを
行っている。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の
適正確保、受託者への適切監督、履行確認）

・第三者に対する委託業務は行っていない。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協
議会等の開催）

開催回 協議・報告内容 ・運営協議会は
年4回開催してい
る。第4回会議に
おいては令和８
年度の事業計画
について議論し
て頂き計画に反
映した。

第１回
（7月4日）

・令和6年度の利用状況
・令和7年度の事業計画の状況に
ついて
・報告事項その他について意見
交換　

第２回
（10月22
日）

・令和7年度の利用状況と事業計
画の状況について
・報告事項その他について意見
交換　

第３回
（1月22
日）

・令和7年度の利用状況と事業計
画の状況について
・文化祭について
・報告事項その他について意見
交換　

第4回
（3月6日）

・令和7年度の利用状況
・令和8年度の事業計画について
・報告事項その他について意見
交換　

運営協議会メンバーは、運営委員会正副会
長、発寒北民児協会長、利用者団体代表4
名、行政（札幌市西区地域振興課課長、発寒
まちづくりセンター所長、発寒北まちづくり
センター所長）
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▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

・日々の収入、支出は所定の帳票を用い正
確・迅速に事務処理を行い、現金の適正管理
に努めた。
・月次では、使用している会計ソフトのデー
タと現金出納簿、帳票、預金通帳との精査照
合等を行い資金管理を行っている。
・財務全般については、顧問税理士の検査、
アドバイスを受け適正な管理を行っている。

・館長が日々、
月次ともに帳
簿、帳票、預金
通帳と照合し処
理を確認してお
り、適正に管
理、執行してい
る。

▽　要望・苦情対応

・意見箱に記入した用紙を投入いただくか、
直接の要望・苦情については対応調書に記入
している。
・内容により西区と協議、軽易なものは館長
判断として、速やかに誠意をもって対応して
いる。
・経緯、結果は運営委員会、運営協議会に報
告している。
・貸室、備品に対する要望で対応可能なもの
は速やかに処理している。
・決して独自の判断で処理せず、必ず館長へ
報告し指示を受ける体制としている。

・業務分担に関
わらず全員が丁
寧迅速に対応す
るよう心掛けて
おり、その意識
は共有されるよ
う努めている。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、
セルフモニタリングの実施、事業報告、札幌市
の検査等への対応、自己評価の実施）

・区民講座受講者には終了時アンケートを実
施している。
・要望・意見については職員と協議し、改善
や今後の企画の参考としている。
・西区の実施検査による指摘改善事項はすぐ
に対応し全員に周知徹底を図っている。
・利用者アンケートは今年度は2～3月に実施
した。

適宜検討し対応
している。
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（２）労働
関係法令遵
守、雇用環
境維持向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・常勤職員、パート職員の労働条件や職場秩
序の維持等を定めた就業規則のもと関係法令
の遵守に努めている。
・人事、勤務、服務規律や育児・介護休暇等
を明確に定め雇用や職場環境の維持向上を
図っている。
・パート職員に対しては適切な時給の対応を
行っている。
・毎年、時間外労働・休日労働に関する協定
届を労働基準監督署に届けしている。

・コミュニケー
ションを大切
に、規律ある風
通しの良い職場
風土づくりと信
頼関係の構築を
図っている。

労働関係法令
が遵守されて
いる。また、
雇用や職場環
境の維持向上
にも努めてい
る。

（3）施
設・設備等
の維持管理
業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サー
ビス向上への配慮、連絡体制確保、保険加入）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

併設の西消防
署と連携しな
がら、施設・
設備等が適切
に維持管理さ
れており、いず
れも要求水準
を満たしてい
る。

・令和5年に保全改修工事を実施したが、施
設が30年以上経過しており、設備等に不具合
が目立つようになってきた。不具合、故障等
が発生した時は、区役所と連絡とり速やかに
対応、修繕を行っている。
・館全体に係る事案は併設の西消防署担当係
と連携し対応している。
・緊急を要することや軽微な修理・改善は職
員が対応し、利用者の安全確保、経費の削減
に努めた。

▽　防災

・10月29日に併設の西消防署職員に協力願
い、消火、通報、避難誘導訓練を実施した。

・例年行っていた隣接の発寒小学校が災害時
に当センターへ避難する想定での全校生徒避
難訓練は、新型コロナウイルス以降中止と
なっている。

・適正に対処し
ている。
・救急救命講習
は職員全員が受
講済み。

・1階に事務室、図書室、3階に貸室がある構
造のため、利用者の安全確保にはとりわけ神
経を使い、こまめに館内巡回を行い危険の排
除、事故防止に努めている。
・取得物は利用者に見えるように受付窓口横
で保管し落とし主に返還するようにしてい
る。
　現金の場合は速やかに交番に届けている。
・損害賠償保険は仕様書に適合したものに加
入している。
・各種スポーツ大会は都度傷害保険に加入、
不測の事故に備えている。
▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保
守点検、修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管
理等）

・施設内での事
故、けがはなかっ
た。
・施設利用者の安
全確保のため、事
務室に施設設備及
び防犯・防災関係
機関の緊急連絡網
を掲示し、誰もが
対応できる体制に
している。

・施設管理上のト
ラブルが原因で利
用に支障が生じる
ことのないように
施設・設備等を
日々点検してお
り、破損や故障が
発生した場合は速
やかに対応してい
る。
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▽　区民講座に関する学習機会の提供業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

7年度計画 7年度実績 ・区民講座は計
画数を実施でき
た。また、満足
度、理解度とも
目標値80%を上
回ることがで来
た。

要求水準が満
たされており、
貸出冊数が増
加している。
ただ、講座数や
事業数、登録
者数が昨年よ
りも減少して
いるため利用
者数向上
に向けた取組
に期待した
い。

講座数 12 11

回　数 50 49

受講者数 213 180

地域交流事業
は、、来場者数は
目標値の80%を
上回ることがで
きた。

7年度計画 7年度実績

事業数 5 5

回　数 33 33

受講者数 1,270 1,421

主な事業名
回
数

参加者数

目標 実績

12 360 291

20 500 612

.

関する業務

事業名 総時間 無料開放事業に
ついては、利用
率の低い夜間の
時間帯に設定し
たため利用率が
低迷している
が、今後も空き
時間の活用とし
て現在の設定を
維持したい。

囲碁将棋 23 80.5 230

バドミントン 12 33 149

バレーボール 12 33 129

卓球 10 27.5 31

ミニテニス 9 24.75 66

12 33 103

ゲートボール 22 66 269

▽　図書室業務　

①6年度実績②7年度実績 ②-① 今年度も、貸出
冊数では閉館前
（R4年度以前）
と比較して依然
減少している
（約20％減）。

開室日数 280 279 -1

蔵書冊数 34,729 35,537 808

登録者数 468 452 -16

貸出冊数 81,632 84,015 2,383

（4）事業
の計画・実
施業務

ファミリー
卓球・バドミ
ントン

(2) テーマ展示の実施  ・ １ヶ月ごと

(3) 特集展示の実施     ・ 3ヶ月ごと

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

すこやか俱楽部

▽地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に

) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( )

( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

ふれあい子育てサロン

実施日数 利用者数



（別紙１）

7

（5）施設
利用に関す
る業務

▽　利用件数等 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・高齢化や会員
減少によるサー
クル団体の活動
中止もあるが、
新たなサークル
の利用の促進を
図った。

昨年度より稼
働率が上昇し
ており、適切な
範囲内と判断
するが、コロ
ナ前の水準に
は至っていな
いため、今後
も稼働率上昇
に向けた積極
的な取組みに
期待したい。

744 490 730

31,373

62.3 56.1

1,231 1,184 1,346

9,552 10,570

58.0 62.3

568 596 675

3,042 3,229 7月の使用料値上
げが稼働率の低
下にならず、逆
に新規の時間貸
しの利用者が増
加し、結果とし
て収入の増加に
つながった。

27.6 32.0

327 374 409

2,909 3,217

31.2 39.0

2,870 2,644 3,160

48,389

44.8 47.4

▽　利用促進の取組

（6）付随
業務

▽　広報業務 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・センターだよ
りの発行や広報
誌、ホームペー
ジを活用した取
り組みができ
た。

ホームページ
や地区セン
ターだより
等、複数の媒
体を活用しな
がら適切な広
報活動を行っ
ている。

▽　引継ぎ業務

・前回から継続指定のため、引継業務な
し。

19,573

35,076

・利用日が重複した場合、空いている部屋を
利用願うよう依頼している。

・地区センターだよりに利用の案内を掲載、
またアクセスの良さ（JR発寒中央駅）をＰＲ
しサークル上部団体の大規模な大会等にホー
ル使用の呼びかけをしている。

・ホームページで施設のPR、区民講座や施設
活用事業の無料開放の案内、活動サークル、
貸室の利用状況、図書室新刊等を紹介してい
る。

・札幌市のイベント情報誌、地域のコミュニ
ティ誌を活用し区民講座、行事等の案内を掲
載。

・「地区センターだより」を発寒、発寒北の
各町内会に配布している。

・来館者向けに区民講座、行事案内、活動
サークル紹介等を館内に掲示。

・ウエブアクセシビリティ取組確認を実施
し、平成30年4月30日公開した。
　ウエブサイトを可能な限り多くのお客様に
ご利用いただけるよう、ウエブアクセシビリ
ティの向上に努めておりレベルAA準拠に対
応することを目標に取り組んでいる。

6年度実績 7年度計画 7年度実績

ホール

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

洋　室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

和　室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

実習室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

全　体

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

( )

( )

( ) ( ) ( )

( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( )

( ) ( ) ( )

( )

( )

( )
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２　自主事業その他

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・自主事業は実施していない。 地域の企業の
利用及び福祉
施策の取組に
努めている。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

・市内、地域内
の事業者への発
注を中心として
いる。
今後も継続して
取り組んでいき
たい。

・聴力障害者協会、母子寡婦連合会が自販機
を設置している。

▽　利用者アンケートの結果 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方
法

・実施期間　令和8年2月21日～3月6日まで
・総合的に高い
評 価を得てお
り、今後 も一層
のサービス 向上
を目指していき

利用者アン
ケートの結果
が要求水準を
満たしてい
る。特に総合
満足
度や館内清掃
状況について
高い評価を得
ている。

・来館者にアンケート用紙を配布し167名か
ら回答を得た。

結果概
要

・総合満足度は目標80％に対し92％だった。

・職員の接遇（受付を含む）に対する満足度
は目標80％に対し92%だった。

・意見・要望に
ついては速やか
な対応に心がけ
ている。可能な
ものは速やかに
対応し、及ばな
いものは区役所
と協議して対応
していきたい。

・館内清掃については目標80％に対し満足度
は94％だった。

・図書室事業に対する満足度は目標80％に対
し87％だった。

・貸室事業に対する満足度は目標80％に対し
81％だった。

【要望】

利用者
からの
　意
見・要
望とそ
の対応

　対応：座布団の購入を検討します。

・和室に冷房を入れてほしい。

・体育館に冷房を入れて欲しい。

　対応：費用的に無理と思われます。

　対応：出入口の樹木を伐採します。

・当センターで使用する印刷物は（パンフ
レット、使用承認申込書）は全て西区内の社
会福祉法人に発注している。
・物品の調達は、地場企業支援のためにも調
達が難しい物を除き市内中小業事業者より購
入している。
・運営委員会で行う小規模修繕は可能な限り
地元発寒地区の業者に依頼した。

・北海道盲導犬協会「ミーナの募金箱」を設
置している。

※設問は全て5段階評価（4ぜひ利用したい～
0利用　したくない、良い4～0悪い、満足4～
0不満）で行った。

・駐車場を広く、出入口を安全にしてほし
い

・図書室のイスが固くて座って読むのがつらい。

　対応：設置資金を数年かけて積立てる予定です。



（別紙１）

9

▽　収支 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項目 Ｒ7年度計画Ｒ7年度決算 7月の使用料の値
上げがあり、使
用料収入を低く
見積もった予算
をたてたが、7月
以降の利用率
（稼働率）が下
がらず収入の減
少はみられな
かった。また、
選挙が2度実施さ
れ約2週間期日前
投票所として全
館借り上げがあ
り利用料収入が
800万円を超える
結果となった。
計画を上回る収
益が計上できた
ので、利益還元
を増すことがで
きた。

計画と比べて
収入が改善し
ていることは
評価できる。
今後も利用収
入増加、経費
節減に努めて
ほしい。

収入 28,986 31,185 2,199

28,986 31,185 2,199

21,105 20,400 ▲ 705

利用料金 6,236 8,325 2,089

その他 1,645 2,460 815

自主事業収入 0 0 0

支出 28,456 29,069 613

28,456 29,069 613

自主事業支出 0 0 0

収入-支出 530 2,116 1,586

0 0 0

法人税等 0 543 543

純利益 530 1,573 1,043

【参考】 Ｒ7年度決算 内容

1,538

▽　説明

【収入】

・7月に使用料の値上げがあり、利用状況も順調に推移
し、計画を大幅に上回る収入となった。

・今後とも経費
削減と貸室の利
用率を高めるべ
く利用促進を心
掛け、生み出し
た財源を備品の
修繕・購入など
で利用者への還
元に充てていき
たい。

【支出】

・管理費全般にわたり経費節減に努めた。

【指定管理業務による利益還元】

（千円）

下記のとおり

差（決算-計画）

指定管理業務収入

指定管理業務支出

自主事業による利益還元

指定管理費

・通年運営になり、修繕費・備品費として利益還元を行った。

指定管理業務による利益還元
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＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

総合評価 改善指導・指示事項

▽　安定経営能力の維持 適 不適

・当運営委員会の財務状況は利用料、講座収入に加え
経費の削減実施により経営・運営は順調に推移してお
り、今後も経営意識の向上を図り安定経営の維持を
図っていく。
・開館から30年が過ぎ施設、設備の経年劣化が見ら
れ、利用者からの要望も含め利益還元の一環として修
繕、交換を積極的に実施して高い評価を得ている。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オン
ブズマン条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

・個人情報保護
　貸室の使用承認申込書、講座受講申込書等の個人情
報は鍵のかかるキャビネットに収納し適正に保管管理
している。
　問い合わせ等に関しても慎重に対応している。
・情報公開請求、行政手続条例、オンブズマン条例の
調査はなかった。
・暴力団の排除の推進に関する条例に基づき、利する
こととならないよう注意し取り組んでいる。
　物品調達等についても暴力団や暴力団関係事業所と
契約はない。

・地区センターだより、札幌市のイベント情報
誌や地域ミニコミ誌等のあらゆる媒体を使い区
民講座等の事業活動を積極的にＰＲし、地域へ
一層の周知と利用の増加を図っていく。
・利用者のニーズを把握した講座や地域交流事
業の充実を図り、多くの方に利用いただけるよ
うサービス向上に努めていく。
・公共交通機関の利便性(JR発寒中央駅）をＰＲ
し、新規利用者を取り込み、貸室の利用率の向
上を目指していく。　　　　　　　　　　　　

・図書業務はかつての西区で貸出冊数、登録者
数ナンバーワンの地位を取り戻すべく、今後も
あらゆる媒体を使い登録者、利用者の増加を
図っていく。
・利用者アンケートを実施し貴重なご意見を今
後の業務運営に反映させていく。
・施設は平成6年5月の開設から30年以上経過
し、設備、備品に老朽化が見られ、利用者の意
見も取り入れながら来年度も剰余金から利用者
還元を積極的に行い施設の充実を行っていく。

・区民講座等の事業については、募集定員を
下回る受講者数であった。参加者の高齢化と
事業のマンネリ化と考えられる。

・また、図書室業務も令和5年度長期休館のた
め利用者が減少したまま戻っていない、今後
も地道な努力を重ねていくしかない。　　　

収支は計画を上回り、利益還元が実施されてお
り評価できる。今後は、利用率の向上につなが
るような新たな事業の取組みや新規講座の開
設、さらなる広報活動に期待したい。

・本年7月の使用料値上げによる貸室利用者の
動向が予測出来ないため、7年度予算の使用料
収入を620万円と低く見積もったが、値上げ後
利用件数が前年より減少することなく、ま
た、新規のサークルによるホールの時間貸し
が増え、2度の選挙により期日前投票等の全館
借り上げによる収入も発生し、予算額より200
万多い収入となった。その結果として153万円
の利益還元を行うことができた。　　　　　

Ⅲ　総合評価


